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年九州北部豪雨における福岡県朝倉市の

土地利用変遷に基づく農業被害の特徴

 
山下奈央 ・山本晴彦 ・山崎俊成 ・坂本京子

山口大学農学部 山口大学大学院創成科学研究科 
 
．はじめに 
2017 年 7 月 5 日、九州北部付近に停滞していた梅雨前線へ向かって、大気下層に暖かく湿った空

気とともに上空に寒気が流れ込み、大気が不安定な状況になった。これにより発達した積乱雲が同じ

場所で次々に発生し、これらが東へ移動することで線状降水帯が形成された。この線状降水帯により、

猛烈な雨が長時間降り続く「平成 29 年 7 月九州北部豪雨」が発生し、福岡県の朝倉市や東峰村を中

心に東西 20km、南北 8km の範囲で日降水量 500mm 以上の豪雨を観測した 1-2)。本豪雨により、中

山間地では森林の崩落に伴う土砂災害、筑後川の支流では洪水災害に見舞われ、福岡・大分両県で死

者 39 名、行方不明者 2 名、家屋の全壊 314 棟、大規模半壊・半壊 1,097 棟、床上、床下浸水 1,879
棟の被害が生じた 3) 。本研究では、特に被害が甚大であった朝倉市における降水量を過去データと比

較し、さらに土地利用の変遷の観点から農業被害の特徴を解析した。 

．過去の降水データとの比較 
朝倉市での 2017年7月5日の日降水量を過去の降水

記録と比較した。朝倉アメダスにおいて 2017 年 7 月 5
日に観測された日降水量 516.0 ㎜は、1976 年観測開始

から本豪雨までの最大日降水量214.5㎜の2.4倍であっ

た 4-5)。さらに福岡県の気象月報を用いて過去データと

本豪雨による日降水量とを比較した 6) 。朝倉アメダス

観測所が設置されている元朝倉農業高等学校は、以前は

三奈木区内観測所（1950 年 5 月観測開始）として運用

されていた。朝倉アメダスと三奈木観測所における日降 

図 1．7 月 5 日の日降水量分布図 図 2．朝倉アメダスにおける災害時降水量の推移 

 
表 ．日降水量の順位 朝倉アメダスと三奈木観測所

順位 観測所
日降水量
（mm）

年月日

第1位 朝倉

第2位 三奈木

第3位 三奈木

第4位 朝倉

第5位 朝倉

第6位 三奈木

第7位 三奈木

第8位 朝倉

第9位 朝倉

第10位 三奈木
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